
“萬來舎”は明治９年に三田山上にできた慶應義塾社中のサロン。残念ながら戦災で焼失してしまいましたが、
生涯、人と人との対話を重視した福澤諭吉の“萬來舎”の精神は今も義塾社中に引き継がれています。
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編
集
後
記

　

明
る
い
春
の
到
来
と
と
も
に
、
新

し
い
学
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

春
号
で
は
、
新
し
い
生
活
を
始
め
る

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
多
く
盛
り
込
み
ま
し
た
。
学
生
生

活
に
直
接
か
か
わ
る
「
新
入
生
の
た

め
の
学
生
生
活S

TA
R

T U
P

ガ
イ

ド
」
は
じ
め
、
気
に
な
る
日
常
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
や
衣
服
に
ま
つ
わ
る
あ
れ

こ
れ
に
つ
い
て
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た
観

点
か
ら
、
現
代
編
・
歴
史
編
と
し
て

ま
と
め
た
特
集
な
ど
、
少
し
で
も
皆

さ
ん
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
、「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
で
は

義
塾
の
代
表
的
な
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
と
も
す
れ
ば

カ
ラ
オ
ケ
で
一
人
ひ
と
り
で
歌
う
機

会
が
多
い
昨
今
で
す
が
、
う
ま
い
下

手
は
関
係
な
く
仲
間
と
肩
組
み
な
が

ら
声
を
あ
わ
せ
て
歌
う
の
も
ま
た
格

別
の
趣
が
あ
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
覚

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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広
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室
課
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渡
部　

淳
）

通巻　 第270号
編集人 渡部　淳　発行人 井田　良
発行所 慶應義塾　2011 年 4 月 1 日発行

お問い合わせ、ご意見等は下記へお願いし
ます（住所変更は必ず学生部へお届けくだ
さい）。
〒108ｰ8345 東京都港区三田2ｰ15ｰ45
慶應義塾広報室「塾」編集部
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塾債・教育振興資金ご協力のお願い
——新入生保護者の皆様へ——

　ご入学おめでとうございます。慶應義塾「社中」の一員となられた新

入生および保護者の皆様を心から歓迎申し上げます。慶應義塾は、塾生、

卒業生、教職員、保護者の皆様など、義塾関係者すべてを含む「社中協力」

の精神により、福澤諭吉が意図した先導者的学塾としての使命を果たし

てまいりました。これからも教育・研究活動の充実を実現するために、

その資金の一部を慶應義塾債・慶應義塾教育振興資金を通して皆様にご

協力をお願いしております。いずれも任意ではありますが、義塾の維持・

発展のために、ぜひご賛同を賜りたく、よろしくお願いいたします。

【塾債】（学校債）
保護者の方々に在学期間中、資金を一時融通
していただき、その運用益を義塾の教育・研
究のために使わせていただく学校債です。
・塾債の金額：一口 10 万円
  （できましたら三口以上のご協力をお願いいたします）
・利息：無利息
★大学卒業時、大学院修了時または慶應義塾
　を離籍時に無利息で償還いたします。

【教育振興資金】（寄付金）
保護者の方々に、ご協力をお
願いしている寄付金です。
・募金の金額：
  在学中　年額５万円以上　

福
澤
先
生
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
経
済
書
講
述
記
念
講
演
会

日
時
：
５
月
16
日
（
月
）

　
　
　

14
時
45
分
〜

　
　
　

16
時
15
分

場
所
：
三
田
演
説
館

　
　
　
（
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

講
師
：
経
済
学
部
長

　
　
　

小
室
正
紀
君　
　

演
題
：
未
定

福
澤
先
生
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
経
済
書
講
述
記
念
日

　

慶
応
４（
１
８
６
８
）年
５
月
15
日
は
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
に

お
い
て
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

　

戊
辰
戦
争
中
の
こ
の
日
、
上
野
で
官
軍
と
彰
義
隊
の
戦
闘
が

行
わ
れ
、
砲
声
殷
々
と
し
て
江
戸
市
中
に
響
き
渡
る
さ
な
か
に
、

福
澤
先
生
は
芝
新
銭
座
の
塾
舎
に
お
い
て
悠
然
と
舶
来
の
ウ
ェ

ー
ラ
ン
ド
の
新
著
を
講
述
し
、
世
の
中
に
い
か
な
る
変
動
が
あ

っ
て
も
学
問
研
究
は
一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
塾
生
に
示
し
ま
し
た
。

　

義
塾
で
は
、
５
月
15
日
を
「
福
澤
先
生
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
経
済

書
講
述
記
念
日
」
と
し
て
記
念
講
演
会
を
開
き
、
義
塾
建
学
の

精
神
を
鼓
吹
す
る
と
と
も
に
、
広
く
学
術
の
進
歩
に
貢
献
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

大学・大学院新入生の保証人の皆様に対し、基金室より５月下旬に募集のご案内をお送りします。

〈お問い合わせ先〉
〒108-8345　港区三田 2-15-45　慶應義塾 基金室
・電話（平日 9：00〜17：00）
　03-5427-1544（塾債）　
　03-5427-1718（教育振興資金）

・ウェブサイト　
　http://www.kikin.keio.ac.jp/
・E-mail　
　kikin-box@adst.keio.ac.jp

募集要項


